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児島湖の物質循環－底泥中の酸化還元から魚まで
Material cycles in Kojima Lake –From oxidation-reduction in the sediment to fish
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児島湖は，岡山県南部に位置する人造湖である．児島湾干拓事業の一環として作られた締め切り堤防の建設
（1959年）以降，児島湖の水質は悪化した．その後、下水処理場の整備が進み，水質は改善傾向にあるもの
の，漁獲量は大きく減少している． 
児島湖の低次浮遊生態系における物質循環については、すでに県の報告などがあるが、本研究では，樋門付近
の還元的底泥中での酸化還元過程と魚を加えた生態系モデルを作成し、児島湖全体の物質循環の把握を目指し
た数値モデルを構築したので，報告する。 
2014年6月から年4回，現地の計5地点において水と泥についてサンプリングを実施した．泥の間隙水を含む水サ
ンプルについて、栄養塩類、溶存金属類を分析し、底泥については、湿重量，乾重量，強熱減量（IL），酸揮
発性硫化物（AVS），リンなどの分析を行った．湖心には、連続測定器を設置し、水温、水中蛍光強度、濁
度、pH、溶存酸素濃度（DO）などを測定した。 
児島湖のリンを中心とする物質循環を表す数値モデルをSTELLA(isee systems ver. 10.0.4)にて作成し，今回
得られたデータおよび岡山県による水質調査公表データ等を検証値として再現するよう計算した．児島湖を樋
門付近とそれ以外の水域に分け，水柱層と底泥層にリン循環に関係する各種コンパートメントを設定した．締
め切り堤防に近い樋門付近の水域については，藤田ら（2012）の調査および今回の調査により，底泥が特に還
元的であることが明らかだったため，底泥層にはマンガン（Mn），鉄（Fe）などのコンパートメントを組み込
み，酸化還元反応を表した．また、高次生物では水産統計資料から、フナが圧倒的に優占種と判断できたた
め、漁獲対象成魚と未成魚の２つのコンパートメントとして与えた。各コンパートメントの初期値をサンプリ
ング結果および公表データから与え，タイムステップ1/64日（22.5分）で，1年間（366日間）の計算を
行った． 
水柱内の無機態リン（DIP），有機態リン(DOP)などは季節変動を再現することができた。水柱に供給される
DIPのうち60%以上が水柱内の酸化分解によるものであったが，樋門水域では底泥からの溶出が3割程度を占め
た．供給された無機態リンのうち，90%は植物プランクトンに利用され，植物プランクトンの一次生産と枯死が
非常に大きなフローであることが分かった． 
感度解析として、河川からのリンの負荷量が減少した場合の循環の変化を計算したところ，河川からの流入負
荷が80%になると、小型魚類のバイオマスはほぼ半減した．河川からのリンの供給は全体の15%程度である
が，生態系の生産性の維持において極めて重要な影響を与えていることが理解できた．
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